
自治体SDGsモデル事業名：将来に向けた持続可能な食と農の創出プロジェクト 提案者名：新潟県新潟市

取組内容の概要： デジタル技術を有効に活用し、新潟市の強みである「食」と「農」の価値を今以上に高める取組を行うことで、経済面・
社会面・環境面の課題解決につなげ、それを三側面をつなぐ統合的取組により、さらに加速させることで持続可能な「食」
と「農」の創出を行い、２０３０年のめざす姿の実現を確かなものとする。

2022年度自治体SDGsモデル事業提案概要

「食」と「農」を活かした
経済的な価値の創造

「食」と「農」を守り
持続可能な農業の実践

●アグリ・スタディ・プログラム

●農業を身近に感じられる取組

「食」と「農」の恵みが身近に
感じられる暮らしの実現

・農業と食品関連産業のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

・生産性向上、需要拡大

・教育の中に農業を学ぶ機会を創出

・市民の「食」と「農」への関わり拡大

・農業の脱炭素化、食料安全保障確保

環境

経済
社会

●フードテック・アグリテックを軸とした

アクセラレーション・プログラムの実施

●フードサプライチェーンDX

●新潟市革新的農業実証支援ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｾﾝﾀｰの設置

●民間との協業による農業データシェアリング

●民間との連携協定による有機農業

●事業者間連携による食品ロス削減

農業の他分野との連携による新たなビジネス
チャンスの創出 ・ 食農関連人材の育成

所得向上・雇用機会の提供

<作るから食べるまでﾌｰﾄﾞｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ一気通貫ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ>

豊かな食料資源
・生活環境の提供

環境意識の醸成
保全活動の活性化

脱炭素・環境保全
技術の提供

持続可能な
ビジネス資源の確保

● 令和版！アグリ・スタディ・プログラム
幼稚園から高校まで、食と農を学ぶ体験の機会提供

● 農業DXモデル事業
DXによる農業の生産性向上と脱炭素化

● バーチャル都市空間を活用した販路拡大
現実の都市空間と連動したﾊﾞｰﾁｬﾙ上での販売促進

● フードシェア推進による食品ロス削減

規格外品や売れ残り商品の流通を促進

学ぶ

作る

売る

食べきる


